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1.はじめに
3 
本稿は少数点在型の居住環境にある在日コリアン一世の談話資料を対象
に、自然習得された第二言語としての日本語におけるスタイル面での特徴
を明らかにすることを目的とする。
在日コリアンの日本語についての研究は、生越(1983)、任(1993)の意識
調査をはじめとして、談話資料をもとに母語と日本語とのコード切り替え
を扱った黄(1994)、大阪市生野区の在日コリアンの日本語について音声・
動詞の活用体系・文末詞を分析した金(1998)、動調文の文法的な特徴を概
観した渋谷・金(1999)などがある。
在日コリアンの日本語のスタイル面について、金(1998)、渋谷・金
(1999)は切り替えがほとんど見られないことを報告している。本稿は話者
の生活環境や談話の場面が異なっている事例における多様な実態のー側面
を報告するものである。
2.資料について
資料は計48分間のインタピューの録音を文字化したものである。録音資
料を得た経緯、話者については以下の通りである。
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録音時期:1994年10月
参加者 :話者A氏
録音場所:話者A氏宅
報告者(話者とは初対面、 30代女性、津軽方言母語話者)
協力者(話者とは初対面、 50代女性、東京方言母語話者)
話者 : 1906年生まれ男性 1924年来日 慶尚南道出身
1934年から青森県北津軽郡に在住学歴なし
(10年ほど貿易・行商等のため日本各地を旅行、その後自営
業・農業)
津軽方言域に住む日本語ノンネイティブスピーカーの言語意識について
のインタビューとして協力者を介して申し込み、インタビュー進行中に目
的等について説明・質問を試みたが、録音内容は言語を話題とした部分の
ほかに話者が話題提起するまま話してもらった経験談等の部分の両者が連
続して現れたものとなっている。
3.分析
3-1 自己訂正等に見られるスタイル調整
資料は、報告者と協力者が聞き手として参加している連続した場面から
成っており、話者のもつスタイルレパートリー全体の中の限定的なー側面
が示されているものとして捉えるべきであろう。よってここでは談話内で
のインタラクションの性質、内容の展開によって変化が現れる要素に着目
し、話者A氏の当談話内でのスタイルがどのように形成されているのかを
検討することとする。
話者のスタイル調整意識が現れるものとして、自己訂正に注目する。資
料には自己訂正が3箇所に見られ、そのうち 2箇所がスタイルを調整しよ
うとする意識によって行われたものと考えられる。 (Aは話者A氏、 Rは
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報告者の発話を表す。部分的に共通語訳を添える。)
(1) 2・85R:あのー 、 Aさんはこう、津軽弁はあんまりじゃ一使い
たくないっていうお気持ちが、あるんですか
そうで£
2-86A: t、やんでもない、んですよ
「んでもなLリでいったん言い切りかけたものの、ポーズの後に「んです
よ」と続けることによってスピーチレベルを上げる操作が行われたもので
あろう。
あたり をく ない i尽く
(2) 3-53A:あのあだり寒ぐねちょうど、季節が寒ぐ
なかったんですから
ながったんですから
これもやはり「寒ぐね」で言い切りかけたものを、過去テンスマーカー
と同時に丁寧体が選択されて言い直されたものである。
また、次の部分は聞き手に直接向けられた部分とそうではない部分とが
連続しており、丁寧体と常体の切り替えが見られる。
本時
(3) 3-137A:こごほんせぎ書いてる、と思うんですけど
3-138A:はーは一一、そうですか
ないんだ
3-139A:んと、こっち、あ一、ここ、本籍ねんだ
そうだよな
3-140A:んだいな
3-141A:あーここ、ここ本籍ありません
話者A氏の出身地のことが話題になった部分での、自身の名刺を手にとっ
て確かめながらの発話である。 3-137Aの発話を受けて報告者は名刺を見
て「本籍jの記載が見当たらないことを身振りで示している。 3-139Aと
3-140Aは小声で、独り言のように発せられ、聞き手に直接向けられていな
い。この部分には丁寧体が用いられず、その前後の 3・137A、3-138A、3-
141Aには丁寧体が用いられている。
これらの自己訂正等の例から、発話末のスピーチレベルの違いが話者の
スタイルを構成する要素のひとつとして存在していることがうかがわれ
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る。本稿ではこのスピーチレベルの選択とシフトに着目し、談話内のどの
ような部分でどのようなスピーチレベルが選択されているか、どのような
様式でスピーチレベルシフトが行われているかを明らかにしたい。
3-2 スピーチレベルの分類法
発話末の丁寧体の有無に着目し、スピーチレベルを以下の3つに分類す
る。応答詞・感動詞だけの発話及びそれに類するもの(計55)は扱わない。
+:発話末に「ですJIます」が用いられているもの。要請の発話「てく
ださLリを含める。
-発話末述部に「ですJIます」が用いられずに言い切られているも
。〉。
?述部が発話されず、ポーズがあり、発話が終了しているもの。倒
置文の前半部分と後半部分との聞にポーズがある場合、その後半
部分。直前の発話の一部を繰り返しているもの。
3-3 スピーチレベルシフトの機能
生田・井出(1983)は、同一談話内における敬語表現のレベルの混合に注
目し、敬語レベルのシフトが「話者の心的態度」を表して発話時の心的距
離の調節を行う機能をもっとともに、「談話の展開J(談話ユニットのまと
まりと移行)を示す機能をもっているとする。
話者A氏の談話におけるスピーチレベルの選択とシフトにはそういった
機能があるのか、その機能がどのような選択とシフトによって果たされて
Lミるのか、検討していくこととする。
3-3-1 話題の展開に関わるシフト
談話中で話者A氏は、報告者・協力者からの質問に直接こたえるだけで
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はなく、積極的に話題を発展させたり新たな話題を提起したりしている。
(4) (どのようにして日本語を覚えたのかという問いに対して)
+ l-lA:学校はいったごとありません
+ 1-2A:本国でも、んだし、日本でも、学校はいったごとあ
りません
1-3A:え一一あたしが Bのさっきも言ったんで、すけど、
約;， f年間ちょっと以上
約六十年間ちょっとにじよういるとき、んーわたし
連れて いれ亡
の甥っこね、ここ連れできて、 B小学校いれだご
とあるの、ん、ん
(発話番号の前の記号はスピーチレベル。 Bは話者A氏の居住地名。)
問いに対する答えとしてのl-lA、1-2Aでは+レベルが用いられているが、
連想された新しい話題を導入していく部分で+からーへのシフトが現れて
Lミる。
(5) 1-113R:わたしの勉強っていうのが、こう、ことばについて
のことを研究してるんですよ
+ 1-114A:は一一あーそうですか
1-115A:ですからそういうお話を是非いろいろ教えてい
ただきたいんです
1-116A:は一、は一、はー
あんがいね わたしだったら+ 1-117A:案外の、わたしなら、んー B 住んで、いても、んー
韓国毎年行ってることど、ん一、ま、い、今現在
うち0)
L、えの子どもら、ん一一一商売も大きくやってる
しね、ほんとからいけばね、パチンコが二十五軒だ
ね、 Cね、やってるし、え一、えーんー案外あの、
このパチンコの機械作るかただとかね、いろいろ
たとる由仁
あのーパチンコ、この家一軒建てるに、いろいろの
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かたが来るんでしょ
まいーとしほら、何人ずつ会って1-118A:ああいうかたも+ 
こっ、ことばがちょっと、
???
??
? ??
??
?
ぇ
? ?
??????
ますので、
ことば出ますね、ん
1-119A:東京とか名古屋とかね、ああいうかたが第一ほら、
ん一、皆こうやっている一類が、子どもでしょ
おやだっ亡ったら
1-120A:親だっつーば第ーもう、すぐ名刺持ってきでは一、
+ 
+ 
日本人は
しますからほら
言ったんですけど、
ねー挨拶して話、ん、
さっきも1-121A:いや今じゃ
立派だよ
L追っぱだよ、ん
1-122A:それだけはわたし誉める
な派だよ
1-123A: ~、っぱだよ、ん
1-124A:え一、外国[息]ん一行くと、んーいろいろだ
立派だよ
1-125A: ~、っぱだよ、ん
どラちかつてl工
1-126A:ま一どっちかっつば日本のかた、ま紳士だな
(Cは話者A氏一族が経営するパチンコ庖グループの名。
[息]は深く息を服い込む音を表す。)
1-113Rの報告者の要請に応じて自身のことばづかいについての内省を述
べたあと、 1-121Aからは日本人への評価を述べる部分に移る。質問に対
スピーチレベルを下する答えにとどまらず話題を発展させてLぺ部分で、
げる操作が行われている。
これから述べようとすることを予告的に提示する表現を用いる場合に
は、+レベルでそれを行った後、具体的な内容を語り始める部分でダウン
シフトを行い、その後は主としてーレベルを用いて語り進める。
(6) (前略=話者A氏の子どもたちについての話)
わたしの
2-44A:三番めが会長で、四番めが社長で、わだしの五番め? 
+ 
? 
? 
+ 
+ 
? 
+ 
? 
+ 
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が専務で、ん、ん、ん
2-45R:それは頼もしいですね
2-46A:ん?
2-47R:頼もしいですね
2-48A:まーま一、子どもら一生懸命やってますよ、ん
2-49A:みんな、ん
2-50A:みんな
2-5IA:ただね、ただわたしが一つ大きいこと言える こと
が、一つありますよ
2-52A:ん一、 Bで子ども、長男が、向ごうから、あ一亡ぐなっ
(<'1ころで
た妻をもらって、ん一、向ごうで、ちょう、こう現在、
組戚 れきましたけどね
今ね、 あのーおやこ、が不幸あって、行ぎましたけ
どね
2-53A:飛行機で
2-54A:今日飛行機で発って、 え、宇都宮まで行ったの
2-55A:ん一、行ったんで、すけど
2“56A: L息]んー これは長男が向こうに行って生まれで、
そのあと七名は皆ここで生まれだの
2-57A:ん、 Bで
ひとりも
2-58A:ひとりでもわたしに抵抗する者がねーの
ひとこと 託えば はいはいなの
2-59A:ひとことばしゃべればはいーはいだの、ん
2-60A:はL、ーはいだの
ひとつなら わたしが
2-6IA:それひとつつだばわだしが言える
2-62A:ん一、
川舎でしょ
これは ここは
ちょっとね一、これあま一人に、こごあ
ざいでしょ
観なのかしら 子どもなのかしら わけ
2-63A:どっちが親だがしら、どっちが子どもだがしら、わげ
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わからないような
わがらないんたことば
- 2-64A:親が子どもにさべることばも、子どもが親にさべ
おんなじな わけ
ることばも、おんなじだわげ、ね
2-65A:こどばが、いいへだなくて、ね
2-51Aでこれから話すことについての予告を行い、 2-56A以降で予告した
内容を話し進めている。予告の部分では+レベルを用い、具体的な内容に
あたる部分は主としてーレベルで進められる。ここでは 2-51Aが発話さ
れた時点、での計画が 2-52Aの途中で変更され、長男の動向について触れ
た後、 2-55Aで再び2-52Aの「向ごうでjに続くべき部分に復帰する。 2-
52A Iちょう、こう現在、今ね」から 2-54Aまでは計画を変更して挿入さ
れた内容であるが、本来の話題に戻る直前の 2-55Aで+レベルを用いて
内容の区切りめを表しでもいる。
次の例では 3-68Aの予告・提示部分に+レベルが用いられ、直前の発
話からのアップシフトが行われている。また 3-95Aは経験談のうち時間
的順序に従って出来事を述べる部分の前半が終了してしめくくる発話とな
っており、 3-105Aは後半部分について同様の機能をもっ発話となってい
るが、両発話でアップシフトが見られる。
;，tけて くれたんでサか
(7) 3-651:たべもの分げでくれだんですか
3-66A:え一
一 3-67A:あいやーくれたのくれたの
+ 3-68A:わだしね、日本へいで東京おお、さっきも言ったん
ですが大森区いで、韓国行ぐときし、そごのうち
寄りましたね、あ-
? 3-69A:あの、あのおばあさんがねあの当時はね、あっちに
しょうんし千なく
あれば女のかたは、こう荷物しよるんじゃなく、
こういう円い龍、こうあんまりこう、こうじゃな
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く、こう聞いた、ふしがそれほど高くなくね、円い
ついて
もので、そこに組がついで、それからこの、ここ担
ぐ、棒、ふたつつ、こう
3-701:こう
+ 3-71A:えーえ一、後ろ一つ、前一つ、こうして担いで歩き
ました
+ 3-72A:そのおばあさんが、あーんまりもう腹減って、線路
時切でしょうね
のちょうど、今から言えばふみぎりでしょうね
踏切 おばあちぐんと
- 3-73A:ふみぎりわって、渡って行くおばあちゃんど、わた
脇
しが線路のこう脇っぱら行くと会ったの
? 3-74A:とにかくおばあちゃんおれば助けてけろて今ゆっ
たとおり、腹が減って、どうにもならないから
Fを たたく
- 3-75A:こんなわたしの手ばはたくわけ、ん
? 3-76A:一緒にあべって、いう意昧で
+ 3-77A:ん、そうしてそご、んーやぐ時間がらあの当時は
時計も持っていなかったんです
3-78A:よぐ時聞が計ったに約[息]二十分くらい歩いたかな
? 3-79A:行ったつきゃいや一一あの白いごはんで、、あー
? 3-80A:そしたらごはんごっちょになって行くっちゆったけ
"くなって
行ぐなって
? 3-81A: ~、ろって、ね、ん
? 3-82A: ~ミろって
そし ζ l、たら
3-83A:そしでその晩にいたつきやおじいちゃんが来たの
むオLを Jう‘オ>¥、治1って才A
? 3-84A: ~、や一一おればめごがってし
3-85A:まーまーまー[嘆息]
3-861 :いい人に巡り会ったんですね
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おれをね 棋でたηね
? 3-87A: l、やいやーおればね、こうなぜだりし[息]
みたらね
- 3-88A:そうしてみたつきややこうあとからね、三年後に、
庖えて
ことばもだいぶん覚えでL息]韓国行って帰りに、ねー
そこに 患!なんた
そごさ調布っちゅ一駅だんだ
そこに 降りて そこに 訪ねて みたら
3-89A:そごに降りで、そごに訪ねでいってみだけ、[息]ゃっ
なかった色んな
ぱり子どもさんがなぐであったもな、えー
? 3-90A:子どもさんがなぐで
わたしを かわL、がってね
? 3-91A:わだしばめごがってし、あー
かわいがってね
? 3-92A:めごがって
かわいがってね
? 3-93A:え一一、めごがって
3-94A:まーまーまーま一
助け ζ+ 3-95A:あ-l、う、おばあちゃんに助けでもらったことあ
りますよ
だヲたら 吋情事なら ，"，えないな
- 3-96A:あ一わたしならあの当時だばなんとも言えねな
忘れない
3-97A:一生忘れねあれは
- 3-98A:え一一、ああいうことは絶対忘れるべきもんじゃ
ない、ん、ん
苦か〉たしね
? 3-99A:まだわがくであったしゃ
あたりね
? 3-1∞IA:あのあだりね、んーん一
あとから
? 3-101A:んあどから、三年、いまもゆったとおり、三年後に
行ったつきやことばで[息]しかし、ん一、あ、ま、あ
の当時は韓国じゃなぐ朝鮮
3-1021:朝鮮
3-103A:え、え
? 3-104A:朝鮮人
朝野人と 時しいって+ 3-105A:朝鮮人どしてはおまえはめでらしいって、こう、[笑]
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こう言ってました
あら-
3-1061:あれー
判酢人と 均しいって
? 3-107A:朝鮮人どしてはめでらしいって
おれを 告めてね
? 3-108A: [笑]おれば誉めでし
? 3-109A:めでらしいって、あーあー
([嘆息][笑]はそれぞれ嘆息、笑いを表す。 Iは協力者の発話を表す。)
3-69A、3-71A、3-72A、シ77A、3-88Aは経験談の中の中核を成す出来事に
ついて話す部分に挿入されて状況や背景を説明する発話となっており、 3-
71A、3-72Aは予告・提示の部分にひきつづいて+レベルが用いられてい
る。 3-77Aも+レベルが用いられており、 3-75Aのーレベルから倒置法の
後半部分にあたるみ76Aの?レベルの発話を介してアップシフトが見ら
れる。
3-3-2 丁寧対策としての+レベル使用
話者A氏の全ての発話のスピーチレベルの内訳は表 lの通りである。
話者A氏の 86回のターンのうち、第 1の発話の 67.4% (58回)は+
レベルとなっている(表2)。その後話者A氏がターンを維持し、+レベ
ルが保たれた場合のもの計32発話を含めると、発話全体の+レベルのも
の 143発話(表 1)のうち 105発話 (73.4%)が話者交替が起こった直後
のものである。ターンの官頭では聞き手の発話への直接的な反応が示され
ることが多いため、待遇意識の表現として丁寧体が選択されやすい傾向が
あると考えられる。
報告者・協力者の質問に対する答えの発話25例の場合、+レベルが18
例、?レベルが2例、ーレベルが5例となっており、各ターンの第 l発話
全体の割合とほぼ近い割合となっている。
報告者・協力者の発話毎のスピーチレベルは表3に示す通りであるが、
4 
表l 全発話のスピーチレベル 表2第l発話のスピー チレベル
スピーチ 発話数(%)レベル
スピーチ 発話数(%)レベル
+ 143 ( 37.6) + 58 ( 67.4) 
111 ( 29.2) 11 ( 12.8) 
126 ( 33.2) ? 17 ( 19.8) 
計 380 (100.0) 計 86 (100.0) 
表3 報告者・協力者のスピーチレベル 表4 他者発話からのSLシフト
スピーチ 発話数(%)レベル
報告者・協力者のSL
→ 話者A氏のSL
+ 61 ( 53.0) +→+ 31 
9 ( 7.8) ?→+ 23 
? 45 ( 39.1) →+ 2 
計 115 (100.0) ?ーφ? 5 
+→? 4 
?→ー 3 
+→ー 8 
SL:スピーチレベル
感動調・応答調のみの発話以外で報告者・協力者のターンの最終発話にお
けるスピーチレベルと話者A氏のターンの第 l発話におけるスピーチレベ
ルは表4のような対応を見せている。
また、質問、確認要求、要請、感謝、謝罪といった聞き手志向が高い機
能をもっ発話 27例のスピーチレベルは、十レベルが 23例、 レベルが 3
例、?レベルが l例となっており、ターンの中の位置に関わらず、丁寧体
が用いられる割合が高い。直前の自身の発話がーレベルの場合に次の例の
ようなアップシフトが起こっている。
(8) + 2-130A:昭和十年頃からね、昭和九年に[息]ここに一一 B
来たと思います
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あったろうね
- 2-13IA:昭和九年の春であったべね[息]
+ 2-132A:いま何年なります?
2-131Aでダウンシフトされたものが、聞き手への質問である 2-132Aで再
び+レベルに転じている。
(9) - 3-142A: [息]この前もほら、大先生来たとき、うちのお
事 見せたかョた
ばあちゃんのはが見せたくてあった
児てないんでしょ+ 3-143A:まだ見ねんでしょ
3-144A:え一、見てないです
華
3-145A:んーん一、はが見せたくてあった
3-146R:あの、畑のほうにあるんですか
+ 3-147A:えーそうです
制円+ 3戸148A:はだけのほうにあります
事 見て+ 3-149A:一回暇あったらはが見でください
わかりません+ 3-150A:ちょっと見たことないかもわがりません
? 与15IA:あーいう墓じゃ
確認要求の発話 (3-143A)でアップシフトが行われている。
4.まとめ
話者A氏の当談話資料において、スピーチレベルの選択とシフトは、談
話の展開を示す機能と丁寧対策の機能とを担うスタイル構成要素のひとつ
であることがわかる。
談話展開と関わるスピーチレベルの選択とシフトとして、ダウンシフト
に新たな話題を導入する機能と既に+レベルで導入された新たな話題を具
体化する機能をもつものがある。アップシフト及び+レベル使用には新た
な話題を導入する機能をもつもの、経験談において具体的な出来事の背景
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や状況を説明する部分への移行に伴うものがある。
ターンの冒頭や質問・確認要求・要請の発話には十レベルの発話が多
く、アップシフトが見られることから、丁寧対策としての+レベル使用が
みとめられる。
5.今後の課題
談話では、常体と丁寧体という文法的文体レベルの選択と操作が行われ
るだけではなく、語レベルでの選択と操作も行われていると考えられる。
例えば、 (2)3-53A、(3)3-139Aでは津軽方言で「なLリを意昧する語形
「ね」が用いられているが、 (1)2-86Aでは「なLリが用いられ、 (3)3-
141Aでは「ありません」が用いられており、これらが選択・操作の対象
となっていることがわかる。また、 (2)3-53Aでは、自己訂正の結果とし
て「寒ぐねくてあったjという津軽方言形が選択されずに「寒ぐなかった」
が用いられている。 (7)3-99A、(9)3-145Aなど 1-くてあったJ形が用い
られている部分も存在しており、両語形が選択・操作の対象となっている
可能性がある。 (1)2-86A、(3)3-140Aで用いられている「んだJは「そう
だJという意昧をもっ津軽方言形であるが、次のように常体の発話が続い
た後に報告者の発話の直後で丁寧体が選択されると同時に「そうです」が
用いられており、これらが話者A氏のスタイルレパートリーの中で対立す
る要素として登録されていることをうかがわせる。
秋川県から
(10) 3-240A:あぎたけんから嫁四人来てる
3-241A:うちへ、え-
3-242A:うちへ
3-243R:秋田とご縁が
まず
3-244A:まんずそうですね
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3-245A:四人来てる
3-246A:四人
この他、話段の内容や、話段中の発話機能によって、用いられる終助
詞・間投助詞、自称、詞等に異なった傾向があるがここでは触れない。
音声面では、韓国語において/k//t/ /c/が有声音として現れる規則が津
軽方言で母音聞の/k//t/ /c/が有声音として現れる規則と重なる部分にお
いて、有声音が現れる場合とそうではない場合とが見られる。例えば、 3-
137Aには「こごJ["ほんせぎ」が、 3-139Aには「ほんせき」、 3-141Aには
「ここJ["ほんせき」が用いられている。これらが方言音と共通語音の対立
としてとらえられているかどうかについては詳細な分析が必要であろう。
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